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第１０６回運営委員会概要 ９月１４日（水）１８：３０～２１：３０

◆会場：柏崎原子力広報センター ２Ｆ研修室

◆出席委員：新野・佐藤・石坂・川口・高橋（武）・武本（和）・前田運営委員 ・・・７名

◆オブザーバー：保安院／飯野所長・吉村検査官 エネ庁／磯部所長

東電／長野副所長・西田技術担当・宮武

◆事務局：広報センター／井口業務執行理事 石黒主事

視点５０号（第９８回定例会分）について

・原稿を委員で確認

・事務局案を更に校正して校了

次回以降定例会の内容について

〈議長〉新しい事象が起こるたびに防災の問題が委員から意見として出される。福島の事故

など大きな問題もあり委員同士がディスカッションする機会もあまりなかった。

元々の課題でもある地域住民の安心安全を考えた時に、次回以降の定例会で防災を

テーマにディスカッションしていくのはどうか。

〈委員〉保安院は８／２６に福島事故の放射能放出量の資料を国会に提出している。それを

次回定例会の資料として出してほしい。共通の資料に基づいた議論をしたい。

〈議長〉いろいろな意見や資料提出の要望など様々な立場の人から発言してもらうのが会の

役割だと思う。防災をテーマにそういった意見を表明していってほしい。

〈委員〉提出を求められないから出さないという考え方ではなく、公に出しているならこう

いう資料もありますよと積極的に地域の会にも提出すべき。

〈議長〉IAEA に提出した資料のことだと思うが他に発表の場がなかったということだと思

う。私たち住民は新聞報道で知るより方法がなかった。

〈委員〉議論していく段階で課題となり、それに見合う資料があるなら出してもらえばよい。

（委員賛成）

〈委員〉新潟県は２回の大地震があり防災計画を見直した。原子力複合災害を想定していろ

いろな項目を挙げたが具体的に進んでいなかった。国との協議の過程で認められな

かったことがわかった。複合災害を否定した人の意見、国の意見を聞いてみたい。

〈議長〉地域の会でも責任の所在がはっきりしていないということは言ってきた。しかし政

府からの返答はなかったという事実はある。震災と福島の事故から政府や行政に対

する人々の関心も高まってきている。時間をかけてあきらめずに意見を言い続けて

いくしかないのではないか。

〈委員〉防災のテーマで話し合えば突き詰めていろいろな問題も見えてくると思う。

〈議長〉自分の意見を言い、他の委員の意見を聞いて数ヵ月後にどう思うかということが重

要。思っていることをはっきりと外に向けて伝えられるところがこの会の良いとこ

ろでもある。

〈委員〉防災についての話は我々住民が主体。結果は自分たちに反映される。

〈議長〉これが悪かったが、こうしてもらえれば、とか、未来が描けない人は何とかしたい

という意見でも良い。こういうことがあってこうしてもらえればこんなふうに良く

なるのではないか、という発言ができる人はしてもらいたい。

〈委員〉防災の見直し計画について、中間的な状況でもよいが報告できることはあるのか。

〈保安院〉中間報告は年度内になると思われる。考え方が原子力安全委員会防災部会から１
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０月中に示される。

〈委員〉提出できる資料はあるのか。

〈議長〉資料を要求するのであればその前に勉強会をしなければ議論ができない。

〈委員〉ディスカッションする中で問題点や課題が出てきたらそれを時間をかけて深く議論

していけばよい。

（委員賛成）

〈議長〉委員から意見を言ってもらい関心はどこにあるのかということを浮き彫りにしたい。

政府の結論が出る前に、発電所と共存し生活している立場として議論してもいいと

思うのでそれを淡々とやりましょう。その中で参考にしてもらえるような議論にな

ればいいし、例えば開いている会議の趣旨と違う意見であるならそのような解説が

もらえればいいと思う。それを何回か繰り返していくうちに少しずつ良い方向性が

出てくるのではないか。それがこの会の存在意義だと思っている。

次回、防災ということでよければ、保安院や東京電力、新潟県などにそれに沿った

資料や参考になるものなど求めるものがあるか。

〈委員〉通常の質疑、議論でよい。

（委員了解）

〈委員〉福島事故から６ヶ月ということで新聞など報道各社がこぞって特集している。議論

の内容はたくさんある。

〈議長〉一人３分で発言することにしてはどうか。

（委員賛成）

【決定事項】

〈１０月５日定例会・タイムスケジュール（案）〉

１８：３０～１９：１０ 前回からの動き（東京電力、保安院、エネ庁、行政）

１９：１０～２０：３０ 住民の視点で防災の観点から過去、現在、未来を語る（一人３

分）

２０：３０～２１：００ 意見交換・オブザーバー

・３月 or４月 放射線についての勉強会を予定

・意見交換会は今後の懸案事項として運営委員会で考えていく

今後の日程について

第１００回定例会 １０月 ５日（水）１８：３０～ 原子力広報センターにて

第１０７回運営委員会 １０月１４日（金）１８：３０～ 同 上

第１０１回定例会 １１月 ２日（水）１８：３０～ 同 上

第１０８回運営委員会 １１月１６日（水）１８：３０～ 同 上


